
８2025年（令和7年）4月15日（火曜日）（第三種郵便物認可）
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釧路市大町1丁目1番1

電話代表41－4141

編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社
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『
２
０
２
５
新
入
社
員
セ
ミ
ナ
ー
』
が
３
日
（
木
）
午
前
９
時

分
よ
り
道
東
経
済
セ

ン
タ
ー
ビ
ル
に
て
開
催
さ
れ
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
会
員
事
業
所

社
か
ら

人
が
参
加
し
、

名
刺
交
換
や
電
話
応
対
な
ど
社
会
人
と
し
て
の
基
本
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
や
心
構
え
に

つ
い
て
座
学
、
実
践
を
交
え
な
が
ら
学
ん
だ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
マ
ル
経
資
金
は
、
小
規
模
事
業
者
の
経
営
改
善

に
必
要
な
資
金
を
日
本
政
策
金
融
公
庫
が
無
担
保

・
無
保
証
人
、
低
金
利
で
融
資
す
る
制
度
で
す
。

　
融
資
限
度
額
は
２
０
０
０
万
円
（
１
日
現
在
利

率
２
．

％
）
で
、
返
済
期
間
（
カ
ッ
コ
内
は
据

置
期
間
）
は
運
転
資
金
・
設
備
資
金
と
も
に

年

以
内
（
２
年
以
内
）
で
す
。

　
融
資
に
は
商
工
会
議
所
の
実
施
す
る
経
営
指
導

と
推
薦
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
、
地
域
振
興
部
０
１
５
４
（

）
４
１

４
３
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
規
模
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

マ
ル
経
資
金
の
ご
案
内

　
当
所
会
員
企
業
の
経
営
者
や
従
業
員
を
対
象

（
ご
家
族
は
対
象
外
）
に
『
が
ん
・
心
臓
病
・
脳

疾
患
』
の
三
大
疾
病
を
中
心
と
し
た
安
全
で
質
の

高
い
ド
ッ
ク
健
診
を
会
員
価
格
で
提
供
し
て
い
ま

す
。
福
利
厚
生
の
一
環
と
し
て
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ

さ
い
。

　
検
査
病
院
は
釧
路
孝
仁
会
記
念
病
院
高
度
健
診

セ
ン
タ
ー
で
、
検
査
期
間
は
令
和
７
年
４
月
１
日

か
ら
令
和
８
年
３
月

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
詳
し
く
は
、
総
務
課
０
１
５
４
（

）
４
１
４

１
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
で
。

ド
ッ
ク
健
診
の
お
知
ら
せ

福

利

厚

生

の

一

環

に

゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛
゛

重
点
分
野
に
つ
き
ま
し
て
は
次

号
に
掲
載
し
ま
す
。

　
我
が
国
経
済
は
、
大
企
業
を

中
心
に
賃
上
げ
や
設
備
投
資
が

堅
調
に
進
む
な
ど
緩
や
か
な
回

復
基
調
に
あ
る
も
の
の
、
長
引

く
円
安
や
燃
油
・
原
材
料
・
食

料
価
格
の
高
騰
な
ど
に
よ
り
、

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
を

取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。

　
加
え
て
、
人
口
減
少
が
進
む

中
、
人
手
不
足
は
あ
ら
ゆ
る
業

種
で
深
刻
さ
を
増
し
、
収
益
改

善
や
価
格
転
嫁
が
十
分
に
伴
わ

な
い
中
に
あ
っ
て
、
労
働
力
確

保
か
ら
防
衛
的
賃
上
げ
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
課

題
に
も
直
面
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
中
、
商
工
会
議
所

で
は
、
地
域
の
実
情
を
的
確
に

把
握
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た

取
組
み
、
対
策
、
支
援
な
ど
を

行
い
、
地
域
経
済
の
改
善
・
発

展
に
つ
な
げ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　
中
小
企
業
の
振
興
に
お
い
て

は
、
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
労

働
力
不
足
、
コ
ロ
ナ
禍
に
起
因

す
る
債
務
の
返

済
負
担
な
ど
様

々
な
要
因
が
重

な
り
、
厳
し
い

経
営
環
境
に
あ

る
こ
と
か
ら
、
長
期
的
な
視
点

に
立
っ
た
経
営
支
援
や
労
働
力

確
保
対
策
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
事
業
者
の
経
営
課
題
の
解

決
や
創
業
、
事
業
承
継
の
取
り

組
み
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

釧
路
市
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
支
援

機
関
・
専
門
家
と
も
連
携
し
た

き
め
細
か
な
伴
走
支
援
を
積
極

的
に
推
進
し
て
い
く
。

　
街
づ
く
り
に
お
い
て
は
、
従

来
か
ら
進
め
て
い
る
鉄
道
高
架

並
び
に
駅
周
辺
事
業
の
ハ
ー
ド

・
ソ
フ
ト
両
面
に
お
い
て
ス
ピ

ー
ド
感
を
も
っ
て
推
進
す
る
よ

う
促
す
と
と
も
に
、
地
域
経
済

を
牽
引
す
る
人
材
を
育
む
高
等

教
育
機
関
の
長
期
的
な
維
持
存

続
と
、
基
幹
産
業
の
将
来
を
担

う
人
材
確
保
の
観
点
か
ら
、
理

工
農
系
学
部
学
科
設
置
に
つ
い

て
働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

　
産
業
の
振
興
に
お
い
て
は
、

石
炭
産
業
の
継
続
、
水
産
業
の

振
興
は
も
と
よ
り
、
林
業
・
木
材

の
集
積
地
で
あ
る
当
地
域
が
最

大
限
の
効
果
を
も
た
ら
す
た
め

の
振
興
策
の
推
進
や
、
地
域
特

性
を
生
か
し
た
工
業
技
術
力
の

向
上
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

昨
年
当
所
の
働
き
か
け
に
よ
り

釧
路
市
が
策
定
し
た
「
釧
路
市

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
戦

略
」
に
則
り
、
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
可
能
性
を
含
む
ク
リ
ー
ン
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
に
よ
り
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
対
応

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
社
会
資
本
整
備
に
お
い
て

は
、
昨
年

月
に
「
阿
寒
Ｉ
Ｃ

│
釧
路
西
Ｉ
Ｃ
」
が
開
通
し
、

待
ち
望
ん
で
い
た
高
速
道
路
に

よ
る
道
央
圏
と
の
直
結
が
実
現

し
た
。
同
時
に
釧
路
空
港
Ｉ
Ｃ

も
開
通
し
、
港
湾
を
含
め
ひ
が

し
北
海
道
に
お
け
る
陸
・
海
・

空
の
交
通
の
要
衝
に
あ
る
当
地

域
の
機
能
が
格
段
に
向
上
し

た
。
今
後
は
、
根
室
方
面
へ
の

さ
ら
な
る
延
伸
や
オ
ホ
ー
ツ
ク

圏
を
結
ぶ
高
規
格
道
路
の
整

備
、
港
湾
・
空
港
の
一
層
の
整

備
を
促
す
と
と
も
に
、
充
実
す

る
イ
ン
フ
ラ
の
利
活
用
を
促
進

し
、
一
次
産
業
や
物
流
、
観
光

の
活
性
化
策
の
展
開
と
競
争
力

強
化
に
向
け
て
地
域
を
挙
げ
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

　
１
９
２
４
（
大
正

）
年
に

誕
生
し
た
当
所

は
、
昨
年
１
０

０
周
年
を
迎
え

た
。

　
こ
の
節
目
を

契
機
に
、
希
望
が
持
て
る
「
ふ

る
さ
と
釧
路
」
を
次
世
代
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
『
釧
路
共
助
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
Ｋ
Ｃ
ボ
ー
ド
」
』

『
涼
し
い
釧
路
事
業
化
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
「
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｌ 

Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｙ
釧
路
」
』
の
二
つ
の
事
業
を

立
ち
上
げ
、
本
年
度
は
そ
れ
ら

事
業
を
積
極
果
敢
に
取
り
組
み

軌
道
に
乗
せ
て
い
く
。

　
再
び
地
方
創
生
に
重
き
が
据

え
て
い
る
今
、
自
ら
が
創
造
し

意
欲
を
持
っ
て
取
り
組
ん
だ
地

域
の
み
が
、
持
続
的
発
展
へ
の

道
筋
を
切
り
開
く
こ
と
が
で
き

る
。

　
行
動
が
好
機
を
掴
み
成
果
に

結
び
つ
く
今
、
商
工
会
議
所
は
、

挑
み
続
け
る
気
概
で
一
年
間
活

動
を
展
開
し
、
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
と
中
小
企
業
の
振
興
・

発
展
に
向
け
て
ま
い
進
し
て
い

く
。

　
以
上
の
よ
う
な
情
勢
認
識
と

基
本
的
な
考
え
を
踏
ま
え
、「
行

動
す
る
会
議
所
」
「
信
頼
さ
れ

る
会
議
所
」
「
親
し
ま
れ
る
会

議
所
」
の
活
動
方
針
の
下
、
２

０
２
５
（
令
和
７
）
年
度
に
取

り
組
む
重
点
分
野
を
定
め
、
事

業
計
画
を
策
定
し
た
。

名刺交換を行う新入社員ら

昨年開催した合同会社説明会の様子

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
新
入
社
員

や
経
験
の
浅
い
若
手
社
員
を
対

象
に
実
施
し
て
お
り
、
当
日
は

㈱
コ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
、
山
本
さ
お

り
氏
を
講
師
に
開
催
。
参
加
者

は
５
〜
６
人
１
組
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
実
習
や
意
見
交
換

な
ど
を
通
じ
知
識
を
深
め
た
。

　
は
じ
め
に
山
本
氏
は
、
物
事

に
取
り
組
む
際
は
目
標
を
設
定

す
る
こ
と
で
記
憶
に
残
り
や
す

く
な
る
と
述
べ
「
セ
ミ
ナ
ー
を

受
け
る
上
で
の
目
標
を
決
め
、

一
つ
で
も
多
く
ビ
ジ
ネ
ス
の
基

本
を
身
に
付
け
て
明
日
か
ら
実

践
し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。

　
次
に
身
体
的
・
精
神
的
・
社

会
的
に
良
好
な
状
態
や
人
の
本

質
的
な
幸
せ
を
意
味
す
る
『
ウ

ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
』
に
つ
い
て

紹
介
し
、
幸
せ
は
伝
播
す
る
た

め
自
分
自
身
が
幸
せ
に
な
り
、

そ
の
幸
せ
を
た
く
さ
ん
の
人
に

分
け
ら
れ
る
社
会
人
に
な
っ
て

ほ
し
い
と
強
調
し
た
。

　
続
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
の
基
本
で

あ
る
、
仕
事
の
進
め
方
や
『
報

告
・
連
絡
・
相
談
』
の
重
要
性

を
説
き
「
社
員
一
人
ひ
と
り
の

仕
事
が
会
社
の
信
用
に
関
わ
る

た
め
、
責
任
を
持
ち
行
動
す
る

こ
と
が
大
切
」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
人
の
第
一
印
象
は

秒
以
内
に
決
ま
る
と
述
べ
、
身

だ
し
な
み
や
表
情
、
お
辞
儀
の

仕
方
な
ど
を
解
説
し
た
ほ
か
、

話
し
方
、
聞
き
方
も
印
象
を
左

右
す
る
要
素
で
あ
る
こ
と
か
ら

声
の
ト
ー
ン
や
話
す
速
さ
、
正

し
い
敬
語
の
使
い
方
を
説
明
。

　
名
刺
交
換
で
は
、
名
刺
の
扱

い
方
や
渡
し
方
、
受
け
取
り
方

を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
、
実
際
に
参

加
者
同
士
で
手
順
を
確
認
し
な

が
ら
実
践
し
た
。

　
電
話
応
対
に
つ
い
て
は
、
電

話
で
の
印
象
が
会
社
の
イ
メ
ー

ジ
に
繋
が
る
た
め
明
る
い
声
、

相
手
に
わ
か
り
や
す
い
言
葉
で

対
応
す
る
こ
と
が
大
切
と
ア
ド

バ
イ
ス
。
電
話
器
を
使
っ
た
実

習
で
は
、
録
音
し
た
自
身
の
音

声
を
聞
き
、
良
か
っ
た
点
や
改

善
点
を
確
認
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
を
終
え
た
参
加
者

か
ら
は
「
学
校
で
は
教
わ
ら
な

い
こ
と
を
深
く
知
れ
た
」
「
多

く
の
こ
と
を
学
べ
た
、
仕
事
に

活
か
し
て
い
き
た
い
」
と
い
う

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
令
和
７
年
度
分
の
会
費
請
求

書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。

　
お
手
元
に
届
い
た
請
求
書

は
、

日
（
水
）
ま
で
に
お
近

く
の
金
融
機
関
、
ま
た
は
当
所

窓
口
に
ご
持
参
の
う
え
、
ご
納

入
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
当
所
で
は
手
数
料
の

か
か
ら
な
い
口
座
振
替
を
推
奨

し
て
い
ま
す
。

　
納
入
方
法
の
変
更
や
会
費
に

関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総

務
課
０
１
５
４
（

）
４
１
４

１
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
員
事
業
者
の
皆
さ
ま

会
費
納
入
の
お
願
い

。。。。。
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当
所
と
北
海
道
中
小
企
業
家

同
友
会
く
し
ろ
支
部
、
釧
路
市

で
は
、
５
月

日
（
水
）
午
前

９
時

分
か
ら
午
後
３
時

分

ま
で
釧
路
市
観
光
国
際
交
流
セ

ン
タ
ー
に
て
『
く
し
ろ
合
同
会

社
説
明
会
』
と
『
企
業
研
究
＆

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
相
談
会
』

を
同
時
開
催
す
る
。

　
本
事
業
は
、
釧
路
で
就
職
し

た
い
学
生
・
生
徒
に
地
元
企
業

の
魅
力
や
事
業
内
容
、
採
用
情

報
を
知
っ
て
も
ら
う
ほ
か
、
近

年
早
期
化
す
る
採
用
活
動
に
対

応
し
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
や
企

業
研
究
に
関
す
る
情
報
を
収
集

で
き
る
場
を
つ
く
り
、
若
者
の

地
元
定
着
に
つ
な
げ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

　
会
社
説
明
会
は
、
来
春
卒
業

予
定
の
学
生
・
生
徒
（
卒
業
後

３
年
以
内
の
既
卒
者
含
む
）
、

相
談
会
は
、
来
年
の
就
職
活
動

に
向
け
準
備
を
始
め
る
大
学
３

年
生
ら
が
対
象
で
、
個
別
ブ
ー

ス
で
担
当
者
か
ら
直
接
説
明
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
加
え
て
今
回
は
、
地
域
で
活

躍
す
る
人
材
育
成
へ
向
け
た
活

動
の
一
環
と
し
て
、
男
性
が
多

数
を
占
め
て
い
た
製
造
・
建
設

業
な
ど
の
職
種
で
休
憩
室
の
整

備
や
雇
用
形
態
の
柔
軟
な
対
応

な
ど
、
女
性
雇
用
・
活
躍
を
推

進
す
る
企
業
の
取
り
組
み
紹
介

も
行
う
。

　
当
日
は

社
の
企
業
が
出
展

し
、
そ
の
う
ち

社
は
相
談
会

を
同
ブ
ー
ス
で
実
施
予
定
（
一

覧
は
左
記
）
。
事
前
予
約
は
不

要
で
入
退
場
自
由
。
お
問
い
合

わ
せ
は
地
域
振
興
部
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
へ
。


